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　今回の議会は、合併後最初に開催される臨時会であり組織議会とも言われています。�
最初に議長、副議長の選挙が行われ新永平寺町の初代の正副議長が選出され、その後各常
任委員会委員及び議会運営委員会委員の選出、各組合議会議員の選挙も行われました。�
　このほか、新町発足に必要とする議会関係の議会会議規則、委員会条例、事務局設置条
例、傍聴規則及び議会議員の定数を定める条例の制定について議員提案され可決。�
　さらに専決処分された永平寺町の事務所位置条例他、新町に不可欠な条例153件を承認
しました。�
　議案審議では、平成18年２月13日に発足した新永平寺町の平成17年度暫定予算（一般会
計約27億８千万円、特別会計19億８千万円）に係る専決処分９件が承認されました。�

　原則として平成17年度各町村予算
の執行残をそのまま新町へ移行する
とともに、合併により新たに発生す
る費用を追加して新町暫定予算を編
成した。��
　合併により新たに発生する費用は
右のとおり。�

総務費�合併特集号広告料� 1,000�
� 戸籍用ＦＡＸ管理費� 347�
� 防災無線更新手数料� 472�
� 町長選挙費� 8,665�
� 公用車名義変更等手数料� 535�
労働費�シルバー人材センター補助金（合併関連）� 546�
商工費�新町観光パンフレット印刷代� 1,155�
� 　　　　　　　計� 12,720

★一般会計� （単位：千円）�

一般会計�� 2,782,287� 30.15� 9,227,661� 4,053,976� 2,944,250� 2,229,435�

特別会計� 国民健康保険特別会計� 411,687� 26.43� 1,557,663� 763,700� 506,780� 287,183�

� 老人保険事業特別会計� 593,760� 24.85� 2,389,607� 1,188,661� 702,546� 498,400�

� 介護保険事業特別会計� 436,921� 31.26� 1,397,873� 680,486� 412,572� 304,815�

� 簡易水道事業特別会計� 77,212� 38.33� 201,452� 686� 147,810� 52,956�

� 下水道事業特別会計� 318,603� 41.24� 772,480� 302,384� 470,096 �

� 農業集落排水事業特別会計� 96,514� 44.61� 216,341� 31,606� 184,735�

� 土地開発事業特別会計� 43,931� 79.30� 55,400��� 55,400�

� 　　　　　特別会計計� 1,978,628� 30.02� 6,590,816� 2,967,523� 2,239,804� 1,383,489�

上水道事業会計�      �

収益的収支� 収入� 43,218� 21.24� 203,462�

� 支出� 42,772� 23.93� 178,772�

資本的収支� 収入� 426� 28.59� 1,490�

� 支出� 5,348� 5.52� 96,889

平成17年度永平寺町暫定予算集計表�

会　　　計　　　名� 最終予算額に�
対する率（％）�永平寺町予算額� 平成17年度(最終予算）�

旧3町村予算額計� 旧松岡町� 旧永平寺町�旧上志比村�
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�承認第１号� 永平寺町の位置を定める条例ほか153件の条例の専決処分の承認� 承　認�
�承認第２号� 平成17年度永平寺町一般会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第３号� 平成17年度永平寺町国民健康保険事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第４号� 平成17年度永平寺町老人保健事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第５号� 平成17年度永平寺町介護保険特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第６号� 平成17年度永平寺町簡易水道事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第７号� 平成17年度永平寺町公共下水道事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第８号� 平成17年度永平寺町農業集落排水事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第９号� 平成17年度永平寺町土地開発事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第10号� 平成17年度永平寺町上水道事業特別会計暫定予算の専決処分の承認� 承　認�
�承認第11号� 福井県市町村非常勤職員公務災害補償組合への加入についての専決処分の承認� 承　認�
�承認第12号� 福井県市町村退職手当組合への加入についての専決処分の承認� 承　認�
�承認第13号� 福井県市町村交通災害共済組合への加入についての専決処分の承認� 承　認�
�承認第14号� 福井県市町村消防団員等公務災害補償等組合への加入についての専決処分の承認� 承　認�
�承認第15号� 字名の変更についての専決処分の承認� 承　認�
�承認第17号� 永平寺町指定金融機関の指定についての専決処分の承認� 承　認�
�承認第18号� 福井県農業信用基金協会の会員となることについての専決処分の承認� 承　認�
�議案第１号� 福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の一部変更� 可　決�
�議案第２号� 五領川公共下水道事務組合規約の変更� 可　決�
�発議第１号� 永平寺町議会会議規則の制定� 可　決�
�発議第２号� 永平寺町議会委員会条例の制定� 可　決�
�発議第３号� 永平寺町議会事務局設置条例の制定� 可　決�
�発議第４号� 永平寺町議会傍聴規則の制定� 可　決�
�発議第５号� 永平寺町議会議員の定数を定める条例の制定� 可　決�
�発議第６号� 農業委員会委員の推薦� 可　決�
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　国が推進する三位一体改革や地方分権の厳しい流れの中で、新永平寺町には、多様な住民要望への対応や、
より効率的な政策の展開等々が、今強く求められています。�
　議会は、本町の抱えた諸々の課題に迅速・専門的に対応するための委員会を組織しました。�
　新町の飛躍を目指して、一同全力投球して参ります。　　　　　　　（◎ 委員長　○ 副委員長）�
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中部縦貫道の町内用地買収
率は現在64％。難航してい
るところもあることから、
工事状況を視察し、説明を
受けました。�

永平寺口（東古市）駅周辺
にはバスロータリーや、駐
車場、集客施設の整備計画
があります。�

　
地
方
分
権
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
「
議
会
の
活
性
化
」
や
「
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
」
は
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。�

　
も
し
、
議
会
不
信
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
最
大
の
要
因
は
議
会
の
活
動
が
、
住
民
の
方
々
に
見
え
て
い
な
い
事
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。�

　
議
会
へ
の
理
解
と
関
心
を
、
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
最
新
の
情
報
発
信
に
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。�

　
町
民
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

国営の十郷用水、芝原用水
の地中化（パイプライン）
工事を視察。�
　今年度、芝原用水の松岡
地区工事は、上水道水源問
題もあり、今秋以降に延期
されました。�

合併を期に一新された本庁
舎窓口。玄関ロビーはゆっ
たりとした空間となりました。�
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新
永
平
寺
町

が
二
月
十
三
日

ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
後
五

年
間
は
国
・
県
か
ら
の
合
併
財
政

支
援
に
よ
り
一
息
つ
け
る
も
の
の
、

平
成
の
大
合
併
と
言
わ
れ
る
今

回
の
市
町
村
合
併
は
、国
の
財

政
再
建
策
の
一
つ
で
あ
り
、合
併

後
の
新
町
に
も
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
は
求
め
ら
れ
ま
す
。�

　
今
後
行
政
の
ス
リ
ム
化
が
進

め
ば
、今
ま
で
の「
行
政
ま
か
せ
」

「
行
政
頼
り
」
か
ら
脱
却
し
て
、

町
民
が
行
政
業
務
の
一
部
を
負

担
し
、行
政
に
積
極
的
に
参
加
し
、

関
与
し
て
い
く
、即
ち
、町
民
の

意
識
改
革
が
当
然
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。�

　
そ
の
た
め
に
は
、町
民
の
皆
様

に
行
政
業
務
を
も
っ
と
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

「
議
会
だ
よ
り
」
も
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

読
み
易
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力

し
ま
す
の
で
、是
非
熱
い
御
意
見

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　（
原
田 

記
）�

編�集�
後�記�

　新町が発足し、３月定例議会が開催
され、旧３町村にはなかった予算特別
委員会を新たに設置しました。委員会は、
平成18年度一般会計　特別会計予算案
を３月23日から27日にかけて集中審議
しました。�
　予算案は、旧３町村から合算編成し
たもので、政策的経費を含まない「骨
格予算」となっているものの、これか
らの町の行方を見据える大事な予算と
の位置づけをし、慎重かつ活発な質疑
が行われました。�

委員長　上　田　　誠�
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松岡ゆめパークから、吉野
総合開発（担い手事業によ
る大区画整理事業）を臨む。�
　水田の耕地整理事業実施
にともない、減歩による県
道・町道用地の確保、宅地
開発が計画されています。�

古くなった木造住宅を更新し、
中層から高層住宅を建設し
ました。視察したのは、諏
訪間団地と松岡越坂団地。�

合併により、これまで松岡
でのみ実施されていた０歳
児の、生後８週からの受入
実施にともなう志比幼児園（谷
口）増設予定地。�

上志比地区で行われている
温泉掘削やぐら。現在937m
まで掘り進んでいます。（4/4
現在）温泉が湧出した場合、
その利用方法は今後検討さ
れます。�


